
条

例 

埼
玉
県
土
砂
の
排
出
、
た
い
積
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。 

令
和
七
年
二
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
十
号 

 
 

 

埼
玉
県
土
砂
の
排
出
、
た
い
積
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
土
砂
の
排
出
、
た
い
積
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

埼
玉
県
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
条
例 

 

目
次
及
び
第
一
章
の
章
名
を
削
る
。 

 

第
一
条
中
「
排
出
、
た
い
積
等
」
を
「
堆
積
」
に
、
「
無
秩
序
な
土
砂
の
た
い
積
」
を
「
土
砂

の
堆
積
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
」
に
改
め
、
「
生
活
の
安
全
の
確
保
及
び
」
を
削
る
。 

 

第
二
条
第
四
号
中
「
た
い
積
」
を
「
堆
積
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
第
一
項
中
「
無
秩
序
な
土
砂
の
た
い
積
」
を
「
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
無
秩
序
な
土
砂
の
た
い
積
」
を
「
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
」

に
、
「
た
い
積
を
監
視
」
を
「
堆
積
を
監
視
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
条
中
「
発
注
者
は
」
の
下
に
「
、
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
」

を
加
え
る
。 

 

第
五
条
中
「
元
請
負
人
は
」
の
下
に
「
、
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
」

を
加
え
る
。 

 

第
二
章
、
第
三
章
の
章
名
及
び
第
十
四
条
を
削
る
。 

 

第
十
五
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
た
い
積
」
を
「
堆
積
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す

る
。 

 

第
十
六
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
を
削
る
。 

 

第
二
十
六
条
の
見
出
し
中
「
た
い
積
」
を
「
堆
積
」
に
改
め
、
同
条
中
「
許
可
事
業
者
は
、
当

該
許
可
に
係
る
」
を
「
土
砂
の
堆
積
を
行
う
者
は
、
当
該
」
に
、
「
た
い
積
」
を
「
堆
積
」
に
改

め
、
同
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。 

 
 

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
土
砂
の
堆
積
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

一 

土
砂
の
堆
積
に
係
る
土
地
の
区
域
の
面
積
が
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
土
砂
の
堆
積 

 

二 

土
地
の
造
成
そ
の
他
の
事
業
の
区
域
内
に
お
い
て
行
う
土
砂
の
堆
積
で
当
該
事
業
の
区
域

に
お
け
る
土
砂
の
み
を
用
い
て
行
う
も
の 

 

三 

法
令
又
は
他
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
許
可
等
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
で
規
則
で
定
め
る
も



の
に
係
る
行
為
と
し
て
行
う
土
砂
の
堆
積
で
あ
っ
て
、
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知

事
に
届
け
出
た
も
の 

 
四 

公
益
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
事
業
の
実
施
に
係
る
行
為
の
う
ち
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
土

壌
の
汚
染
の
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
規
則
で
定
め
る
も
の
に
係
る
土
砂
の
堆
積 

 

五 

災
害
復
旧
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
行
う
土
砂
の
堆
積 

 

六 

法
令
若
し
く
は
条
例
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
に
よ
る
義
務
の
履
行
に
伴
う
土
砂
の
堆

積 

 

七 

そ
の
他
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
の
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
規
則
で
定
め
る

土
砂
の
堆
積 

第
二
十
六
条
を
第
七
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
関
係
書
類
の
閲
覧
） 

第
八
条 

土
砂
の
堆
積
を
行
う
者
は
、
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
土
砂
の
堆
積
を
行

っ
て
い
る
間
、
前
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
届
け
出
た
書
類
の
写
し
を
、
土
砂
の
堆
積
に

関
し
生
活
環
境
の
保
全
上
利
害
関
係
を
有
す
る
者
の
求
め
に
応
じ
、
閲
覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

第
二
十
七
条
、
第
四
章
、
第
五
章
の
章
名
、
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
二
条
を
削
る
。 

 

第
三
十
三
条
中
「
た
い
積
」
を
「
堆
積
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。 

 

第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
た
い
積
」
を
「
堆
積
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。 

 

第
三
十
五
条
中
「
無
秩
序
な
土
砂
の
た
い
積
」
を
「
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
」
に
改

め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。 

 

第
三
十
六
条
中
「
第
三
章
、
前
章
並
び
に
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
二
条
」
を
「
第
六
条
か
ら

第
八
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。 

 

第
三
十
七
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。 

 

第
六
章
の
章
名
及
び
第
三
十
八
条
を
削
る
。 

 

第
三
十
九
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
罰
則
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
第
十
五
条
第
二
項
若

し
く
は
第
三
項
又
は
第
三
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
二
項
又
は
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条

を
第
十
四
条
と
す
る
。 

 

第
四
十
条
を
削
る
。 

 

第
四
十
一
条
第
一
号
中
「
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
、
第
十
条
第
一

項
、
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
十
六
条
」
を
「
第
七
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
を
削
り
、

同
条
第
三
号
中
「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
第

四
号
中
「
第
三
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、

同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。 

 

第
四
十
二
条
を
削
る
。 



 

第
四
十
三
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
両
罰
規
定
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
第
三
十
八
条
か
ら
前

条
ま
で
」
を
「
前
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。 

 
附
則
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
削
り
、
附
則
第
一
項
の
見
出
し
及
び
項
番
号
を
削
る
。 

 
 

 
附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
改
正
前
の
埼
玉
県
土
砂
の
排

出
、
た
い
積
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
旧
条
例
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
又
は

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
（
令
和
六
年
六
月
一
日
以
降
に
当
該
届
出
に
係

る
建
設
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
し
た
者
及
び
施
行
日
前
に
当
該
届
出
に
係
る
旧
条
例
第
十
三

条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
っ
た
者
を
除
く
。
）
に
関
す
る
旧
条
例
第
八
条
、
第
十
一
条
か
ら

第
十
三
条
ま
で
、
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。 

３ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
旧
条
例
第
十
六
条
第
一
項
又
は
第
十
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受

け
て
行
わ
れ
て
い
る
土
砂
の
堆
積
に
関
す
る
旧
条
例
第
十
四
条
、
第
十
八
条
か
ら
第
二
十
七
条

ま
で
及
び
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
許
可
の
期

間
が
満
了
す
る
日
ま
で
の
間
（
当
該
許
可
の
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
に
旧
条
例
第
三
十
一
条

の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
命
令
に
係
る
事
由
が
消
滅
す
る
日
又
は

当
該
許
可
の
期
間
が
満
了
す
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
の
間
）
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。 

４ 

施
行
日
前
に
旧
条
例
第
十
六
条
第
一
項
又
は
第
十
九
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場

合
に
お
い
て
、
施
行
日
の
前
日
ま
で
に
当
該
申
請
に
対
す
る
処
分
が
さ
れ
な
い
と
き
は
、
当
該

申
請
は
、
同
日
に
、
却
下
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。 

５ 

施
行
日
前
に
旧
条
例
第
十
六
条
第
一
項
又
は
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
行
わ
れ

た
土
砂
の
堆
積
に
関
す
る
旧
条
例
第
十
四
条
、
第
三
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
十
二
条
か
ら
第

三
十
四
条
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

施
行
日
前
に
さ
れ
た
旧
条
例
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
に
対
す

る
旧
条
例
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
命
令
に
係
る
事

由
が
消
滅
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

７ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
旧
条
例
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
さ
れ
て
い

る
土
砂
の
搬
入
を
禁
止
す
る
土
地
の
区
域
に
関
す
る
旧
条
例
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
、

第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

８ 

施
行
日
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第
二
項
、
第
三
項
及
び
前
三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前



の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
施
行
日
以
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 
（
埼
玉
県
景
観
条
例
の
一
部
改
正
） 

９ 

埼
玉
県
景
観
条
例
（
平
成
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

 
 

第
七
条
第
一
項
中
「
埼
玉
県
土
砂
の
排
出
、
た
い
積
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
を
「
埼
玉

県
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め
る
。 


